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原形質膜および液胞肢の電気的性質は以下のように要約できる。
(1)原形質膜電位は外液中の Kφによく反応するが， 液胞膜電位は細胞液中の K'にほとんど反応しな
し、。
(2) 原形質膜電位も液胞電位も共に Clーに反応する。しかしその反応は Goldmanの式から期待される
ものとは逆の極性をもっ。このことは式における Cl-とK'の透過性の比(Pc.!P，)が，その膜の接
している液中の Clの増加につれて地加することを示している。 NfIち外液中の Cl温度が0.1，1，10，
100mMのとき原形質膜の Pc.!九は0.060，0.064， 0.083， 0.27であり，細胞液中の Cl-に対して
液胞リ肢の Pc.!れはそれぞれ 0.6，0.7， 1.6， 7.8であると推定された。





(5) 液胞膜は興奮時に Cl-に対して著しく透過性を増す。興奮時の PC1/PKは約30と推定された。
以上のように液胞膜は原形質膜とはいくつかの点で異っている o 車軸藻類節問細胞ではその細胞液




















と同様に極めて高い透過性をもっ O また興奮に伴う 2相性活動電位の脱分極成分は原形質膜に由来し
過分極成分は液胞膜に由来することを明らかにした。更に液胞膜は興奮時に Cl に対し静止時の約30
倍に達する高い透過性をもつことが示唆された。
以上の結果は，専ら電気的測定から得られたもので将来アイソトープによる実体的把握の必要性が
感じられるが，菊山君の論理の展開は極めて合理的であり，従来の液胞膜の電気生理学的知見を，優
れた実験技術と豊富な実験データにより，大きく前進させたもので理学博士の業績として十分価値あ
るものと認める O
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